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授業の種類 講義 講師名

8回 時間数 15時間 (1単位) 配当学年・時期 前期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕

回数
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

症例報告をICF分析

レポート　筆記試験

著者名 出版社

理学療法士・作業療法士 PT・OT基礎から学ぶ 解剖学ノート 第3版

標準作業療法学　作業療法評価学　第2版 編集　岩崎テル子他 医学書院

症例を通して、評価の流れ、検査･測定をみる

作業療法評価学総論

授業回数

①評価の意義と目的を説明できる。②ICFからみた評価を適切に説明で出来る。③評価に必要な考え方及び流れを説明できる。④

評価の種類と内容を列挙できる。

作業療法を実施するためには必要不可欠となる評価の意義や目的及びその流れを学ぶ。また、評価の種類と代表的な検査測定を学

ぶ。

講義及びグループ発表

「2004年4月～2018年3月末まで急性期（集中治療室）から維持期（在宅支援）のリハビリテーションを提供する病院に所属す

る。

主な業務は身体障害および高次脳機能障害に対するリハビリテーションを実施していた。

症例を通して、評価の流れ、検査･測定をみる

医学書院

定期筆記試験

書籍名

授業概要　2020

ICIDHとICFの違い　ICFからみた作業療法評価

評価の意義と目的　　

作業療法の流れと評価の種類

講義内容

面接法・観察法

作業療法の流れと評価の種類

作業療法士科1年

科目名


